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１．県内のMaaSに関する動き

県内において実施されているMaaS事業について以下に示す。

事業名 事業概要 実施事業者 事業期間

①沖縄MaaS
沖縄全域における観光型MaaS実証事業

※4ページ～5ページに詳細記載

「沖縄 MaaS」は、国土交通省の「令和
2年度日本版 MaaS推進・支援事業」に

採択された実証事業であり、沖縄全域
のモノレール、バス、船舶などの乗車券
や観光／商業施設、その他サービスと
の連携を実現したサービス。

沖縄都市モノレール株式会社、
株式会社ゼンリン、
TIS株式会社、
株式会社琉球銀行、
7自治体（石垣市、浦添市、宮

古島市、今帰仁村、伊江村、座間味
村、竹富町）
その他交通事業者、観光施設

2020年12月～

②第一交通MaaS
沖縄スマートシフトプロジェクト

※6ページに詳細記載

トヨタファイナンシャルサービスが提供
するMaaSアプリ「Myroute」と連携し、AI

オンデマンド交通走行による二次交通
へのアクセスを向上させることなど、
シームレスな移動の実現と交通分散を
図る。

また、非接触・キャッシュレス手続きな
ど、新型コロナ感染症対策による利用
者の安心感の醸成やモーダルシフト、Ｅ
Ｖ利用など、カーボンニュートラルの取
組を行うことで持続可能なモデルを構
築。

第一交通産業、
那覇バス、琉球バス交通、
第一マリンサービス、
那覇第一交通、オリオン第一交通、
沖縄第一交通、鏡原第一交通、
てだこ第一交通、美栄第一交通、
那覇バスターミナル、
沖縄第一モータース、OTM、
損害保険ジャパン、NTTドコモ、
本部町 など

2022年1月～
2022年12月

③宮古島MaaS
地域課題解決に寄与する為のあいのりタクシー
サービスと観光客向けモバイルチケットを
連携融合させたMaaS実証事業

※7ページに詳細記載

宮古島市において、あいのりタクシー
の本格運用に向けての持続可能性を
高める取組として、事前集客割引、事
後集客、ダイナミック時刻表、ダイナミッ
クプライシングを実証。

また、経路検索アプリ＋モバイルチ
ケットと連携したサブスクリプション・各
種企画チケットもあいのりタクシーとの
連携を行い、収益性の効果検証を実施。

ジョルダン株式会社、
沖縄県タクシーハイヤー協会、
宮古島観光協会、
株式会社イイガ、
株式会社エクトラ、
株式会社オリエンタルコンサルタンツ

2021年12月～
2022年2月
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１．県内のMaaSに関する動き

事業名 事業概要 実施事業者 事業期間

④北谷観光MaaS
観光地における交通と航空機の接続最適化

※8ページに詳細記載

観光エリア（北谷町）内における自動
走行カートの運行と併せ、町内にシティ
エアターミナルを設置。
Webチェックインと手荷物検査を可能

にすると共に直行シャトルバスを提供し、
空港手続きやレンタカー返却における
混雑を緩和するとともに町内消費を増
加させる取組を実施。

株式会社ユーデック
ANAあきんど株式会社
ANＡ Ｘ株式会社
全日空商事株式会社、
株式会社Airporter
那覇空港ビルディング株式会社
北谷タウンマネジメント&モビリ
ティサービス合同会社
(ユーデック株式会社、株式会社

デポアイランド、株式会社那覇ハ
イヤー、有限会社美ら 島、ヤマハ
発動機株式会社)
ソニーグループ株式会社
北谷町

2021年11月～

⑤南城観光MaaS

南城市およびうるま市の観光振興に向けた観光型
MaaS実証実験

※9ページに詳細記載

2020年2月および3月に、南城市内で

オンデマンド交通と小型モビリティ等を
活用した観光型MaaSの実証実験を実
施。参加者の9割以上がジャンボタク

シーと小型モビリティの組み合わせによ
る南城市内の周遊を高く評価し、また
再度利用を希望する参加者も9割。
観光型MaaSの有効性を更に検証す

るため、実施エリアをうるま市に広げる
とともに、周遊手段やサービスを拡充し
て実証実験を実施。

NECソリューションイノベータ株式会社
沖縄県南城市
沖縄県うるま市
株式会社りゅうにちホールディングス
株式会社沖東交通
株式会社NearMe
株式会社ギフティ
タピック沖縄株式会社
アンサ沖縄リゾート

2021年度実施予定
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１．県内のMaaSに関する動き

①沖縄MaaS／沖縄全域における観光型 MaaS 実証事業
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１．県内のMaaSに関する動き

▲トップページ ▲エリアの選択ページ ▲チケットの選択ページ（一部）
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①沖縄MaaS／沖縄全域における観光型 MaaS 実証事業



１．県内のMaaSに関する動き

②第一交通MaaS／沖縄スマートシフトプロジェクト
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１．県内のMaaSに関する動き

③宮古島MaaS／地域課題解決に寄与する為のあいのりタクシーサービスと観光客向けモバイルチケットを連携融合させたMaaS実証事業
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１．県内のMaaSに関する動き

④北谷観光MaaS
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事業概要

≪地域の交通課題≫
・沖縄県本島の観光客の60.5%がレンタカーを利用。
空港でのレンタカー貸出には混雑シーズンになると2時間以上の待ち時間が発生している。
・那覇空港と北谷町を結ぶ国道58号は、県内有数の渋滞区間。
・北谷町内では、駐車場不足が深刻な問題。
・帰宅時、渋滞やレンタカー返却にかかる時間を考慮して、観光客は早めに空港に向かってしまう。
また、空港内には大量の預かり手荷物が集まってしまうため、置き場所不足が深刻な問題。

≪実施内容≫
・MaaSアプリ(ANAの空港アクセスナビをベース)経由で本サービスの予約を受け付ける。
・空港に到着後、手荷物カウンターに手荷物を預け、直通シャトルバスで北谷町に移動し、町内を自動走行カートおよびグリスロ
電動シェアカートで観光する。
・出発時（帰宅時）、観光客は町内で手荷物を預け、手ぶらの状態で買い物や食事を楽しみ、シャトルバスで空港に移動する。

実施体制

■代表団体：ユーデック株式会社
■参加団体
ANAあきんど株式会社、ANＡ Ｘ株式会社、全日空商事株式会社、株式会社Airporter、那覇空港ビルディング株式会社、
北谷タウンマネジメント&モビリティサービス合同会社(ユーデック株式会社、株式会社デポアイランド、株式会社那覇ハイヤー、
有限会社美ら島、ヤマハ発動機株式会社)、ソニーグループ株式会社、北谷町

北谷町において、ユーデックなどが実施主体となり、観光地における交通と航空機の接続最適化に取り組んでいく。
観光エリア内における自動走行カートの運行と合わせ、町内にシティエアターミナルを設置してWebチェックインと手荷物検査を可能にするとともに、直行
シャトルバスを提供することで空港手続きやレンタカー返却における混雑緩和や町内消費を増加させるハブ&スポークの取り組みを進めている。
これらの取り組みを通じ、航空機との接続最適化やパッケージプラン化した際の価格受容性、ニーズの検証についても実施。

イメージ図



１．県内のMaaSに関する動き

⑤南城観光MaaS／南城市およびうるま市の観光振興に向けた観光型MaaS実証実験

事業概要

「南城市内の周遊プラン」と「南城市内およびうるま市内の周遊プラン」の2種のプランを提供。
両プランでは、出発地から羽田空港までのタクシー利用（東京23区からの参加のみ）、羽田空港発着の往復航空券（オプション）、那覇空港
と南城市間のタクシー利用（那覇空港と南城市間の移動）。そのほかのサービスを以下に記載。

■南城市内の周遊プラン
・小型モビリティ、「Nバス」の利用
・ユインチホテル南城の宿泊および「猿人の湯」等、同ホテルの施設の利用
・斎場御嶽（せーふぁうたき）の電子入場チケット
・おきなわワールドの電子入場チケット

■南城市内およびうるま市内の周遊プラン
・ユインチホテル南城が設置するRVパークおよび「猿人の湯」等、
同ホテルの施設の利用 （1日目）
・アンサ沖縄リゾートが設置するRVパークおよび同施設の利用（2日目）
・キャンピングカーの利用
・小型モビリティ、「Nバス」の利用（南城市内）
・斎場御嶽（せーふぁうたき）の電子入場チケット
・おきなわワールドの電子入場チケット

実施主体

NECソリューションイノベータ株式会社
沖縄県南城市
沖縄県うるま市
株式会社りゅうにちホールディングス
株式会社沖東交通
株式会社NearMe
株式会社ギフティ
タピック沖縄株式会社
アンサ沖縄リゾート

事業期間 2021年度実施予定

イメージ図
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南城市において、公共交通機関を利用したアクセス手段や、市内を周遊するための交通ネットワークが少なく、より自由に移動ができる二次交通の整備
や周遊手段の整備が求められていることを受け、2020年2月～3月に南城市内でオンデマンド交通と小型モビリティ等を活用した観光型MaaSの実証実験
を実施。参加者の9割以上がジャンボタクシーと小型モビリティの組み合わせによる南城市内の周遊を高く評価し、また再度利用を希望する参加者も9割。
この検証結果を踏まえ、観光型MaaSの有効性を更に検証するため、2021年には実施エリアをうるま市に広げるとともに、周遊手段やサービスを拡充し
て実証実験を実施。



２．その他の県内における公共交通関係の実証等の動向

その他の県内における公共交通関係の実証等の動向について示す。

事業名 事業概要 実施事業者

①名護市街地及び周辺エリアにおけるコミュニティバス 名護市街地及び周辺における地域住民や来訪者等の移動に係る公
共交通の利便性を確保する一環として、学校、病院、商業・観光施設等
が所在するエリアを対象として、コミュニティバスを実証運行。

■運行期間：2021年9月15日～2022年2月28日
■運行路線：3路線
■利用料金：無料

名護市

②うるま市公共施設間連絡バス 市役所へのアクセスの利便性の確保、公共交通空白地帯における交
通手段の改善を目的に、2016年7月から無償の公共施設間連絡バスを
運行。令和3月11月～令和4年3月まで、運行ルートを再編し運行。

■運行期間：2021年11月1日～2022年3月末（予定） ※平日のみ運行
■運行路線：4路線
■利用料金：無料

うるま市

③南城市－空港シャトルバス・南城市内周遊バス 那覇空港からレンタカー不要で移動可能な「南城-空港シャトルバス」、

南城市役所等を拠点とし主要観光地を周遊する「南城市内周遊バス」
を実証運行。

■運行期間：2021年10月22日～2022年2月20日
■運行路線：2路線（南城市-空港間、南城市内周遊）
■利用料金：無料

琉球バス交通
沖縄バス
東陽バス
沖縄観光バス

④宮古島ループバス 宮古島市内のバス交通における利便性の向上および新しい生活様式
の導入等に関する調査・検証のため、宮古島市からの委託により、宮
古島ループバスを実証運行。

■運行期間：2020年10月25日～2021年1月31日
2021年 7月12日～2021年9月5日

■運行路線：2路線（右回り、左回り）
■利用料金：500円（大人1回あたり）

宮古協栄バス
八千代バス
中央交通

10※11ページ～14ページに、路線図や時刻表などを記載



２．その他の県内における公共交通関係の実証等の動向
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①名護市街地及び周辺エリアにおけるコミュニティバス

▲路線図 ▲時刻表（右回りのみ記載）※左回りが同便数運行



２．その他の県内における公共交通関係の実証等の動向
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②うるま市公共施設間連絡バス

▲路線図 ▲時刻表



２．その他の県内における公共交通関係の実証等の動向
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③南城市－空港シャトルバス・南城市内周遊バス

▲運行ルート▲時刻表

▲運行日（2021年10月22日～2022年2月20日のうち計83日運行）



２．その他の県内における公共交通関係の実証等の動向

④宮古島ループバス
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